
 

 

■お客様の       洋室８帖間とキッチン６帖間の全面改装/大洲 Ｎ様邸 

  施工現場より■   
築３５年。建坪４５坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、当初は、外壁塗装、屋根瓦シックイ塗り

替えと玄関床タイルの貼り替えのご依頼をいただき、作業も１０日間程度を経過しておりましたところ、

外壁・屋根廻りの改修に加え、室内のリフォームも今回、同時に進めたいとのご相談がありました。 

そして、ご希望のリフォーム内容をお聞きしますと、「洋室８帖間とキッチン６帖間」の床フローリング、

天井・壁クロス等もかなり汚れと傷みが目立ってきたため、全体的に改装したいとのご意向でした。そ

こで、まず既存の床フローリングを剥がさずに、車椅子やキャスターを使用しても、傷やへこみにも対

応可能な厚さ１２ｍｍのフローリング材を、洋室８帖間とキッチン６帖間の全面に重ね張りいたしまし

た。また、出入り口のドアも重く、暗い色合いであったため、床フローリング材と同系色のドア枠付リ

ビングドアに取り替え致しました。さらに、天井や壁のクロスも全体的に変色してハガレの箇所も多か

ったため、明るい色合いのクロスに貼り替え、部屋全体が見違えるように奇麗になりまし 

た。このたびの、このリフォームにより、ご主人と奥様も快適で爽やかな毎日をお過ごしに 

なられることと思います。 

■ひとり言■  こんにちは。エムエスホームの佐原です。 

早いもので、新しい年を迎えたと思っておりましたら、あっという間に１ケ月が

経過し、先日は、首都圏周辺も初雪に見舞われて連日厳しい寒さが続く今日この頃です。 

先日、テレビのニュース番組を見ておりましたら、地震に関する衝撃的な報道に触れ、非常に強い不安

を感じております。その内容とは、「マグニチュード（Ｍ）７クラスの首都直下地震が今後４年以内に７

０％の確立で発生する」という試算が東京大学地震研究所の研究チームによってまとめられたとのこと

でした。そして、その根拠となるのは、昨年３月１１日の東日本大震災をきっかけに、首都圏では地震

活動が活発化していて、昨年の１２月迄に、マグニチュード（Ｍ）３～６の地震が震災前の何と約５倍

にも上っているという観測の結果がでているということでした。この予測データーは、東日本大震災に

よって、首都圏での地震活動が活発になっている状況を踏まえて算出された、政府の地震調査研究推進

本部の、「首都直下を含む南関東の地震の発生確率を３０年以内に７０％程度」としている評価に比べま

すと、より緊迫感のある切迫性の高い予測であると考えられます。そこで、日常生活を送る我々としま

しては、最悪の状況に備えて早くから住まいの「耐震補強や避難方法等の防災対策」 

を講じておくことが被害を最少に食い止めることにつながると思われます。 
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■暮らしのたより■   住まいの結露について 

 

冬の寒い日は、どうしても朝早くからエアコンやストーブを使い、冷え切った部屋

を暖房し快適に過したいと思うものです。しかし、気付くと窓廻りがビッショリ濡

れていることがあります。これが、おなじみの結露です。 
そのまま放置しておきますと家の「表面結露」や「内部結露」のような大きな被害

に発展することもあります。結露は、家の内外の温度差によって生じ、室内の暖か

い空気が、外気で冷えた窓ガラスに触れて冷やされ、空気中にある水蒸気が水滴と

なった現象です。 
特に、結露が発生しやすいのは、浴室などの湿気の多い場所をはじめとして、寝室

や押入れのような空気の流れにくい場所などです。これらの結露には、湿気の多い

所を好むカビの発生により、それを食べるダニが出てきてアレルギーの原因ともな

る「表面結露」と、水蒸気が建材内部に浸入し、湿気を含んだ部分に菌が発生し建

材を腐らせて家の倒壊の原因にもなる、「内部結露」とに分けられます。 
そこで、このような結露を防ぐためには、換気など日常的に結露対策を講じること

が大切です。さらに、結露を防止したいと考えたら、窓や家の断熱も検討 
して長期的に過しやすい住環境を作ることが求められます。 


